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広 地
・

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

域
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
る

さ
る
五
月

一
日
に
、

当
院
は
福
島
県
よ
り
『
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
以
下
広
域
支
援
セ

ン
タ
ー
と
略
）
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

福
島
県
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
体
制
整
備
推
進
事
業
に
基
づ
い
て
、

県
内

７
つ
の
保
健
福
祉
圏
毎
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核

と
な
る
医
療
機
関
等
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
主
な
目
的
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
閉
じ
こ

も
り
や
心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
寝
た
き
り
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
、

①
脳
卒
中
や
骨
折
等
に
よ
る
障
害
発
生
時
に
は
急
性
期
～

回
復
期
～
維
持
期
と
問
断
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

②
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、

生
涯
に
渡
っ
て
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

保
健
・医
療
・福
祉
関
係
者

の
み
な
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

地
域
の
住
民
も
参
画
す

る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
に
行
わ
れ
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
で
す

こ
の
た
め
、

当
院
は
今
後

①
リ
ハ
ビ
リ
実
施
機
関
等
の
従

事
者
に
対
す
る
支
援
（現
地
指
導
、

相
談
対
応
、

研
修
会
の
開

催
）
、

②
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
（福
祉
用
具
や
住
宅
改
修

等
）
へ
の
対
応
、

③
リ
ハ
ビ
リ
連
絡
協
議
会
の
設
置
・運
営
、

④
病
院
と
施
設
間
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
共
同
利
用

と
連
携
な
ど
の
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を
通
し
て
、

指
定

さ
れ
た
圏
域
に
お
け
る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

が
量
的
に
も
質
的
に
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
、

最

大
限
に
努
力
し
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ボツリヌス治療について

神経内科部長 白 田 明 子

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
と
は
、

食
中
毒
の
原
因

菌
と
し
て
知
ら
れ
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
毒
素

を
利
用
し
た
治
療
で
す
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素

を
少
量
痙
攣
し
て
い
る
筋
肉
に
直
接
注
射
し

た
場
合
、

緊
張
し
た
筋
肉
が
ゆ
る
み
、

痙
肇

が
治
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
、

医
薬
品
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
に
よ
る
治
療
の
対
象
と

し
て
現
在
日
本
で
認
可
さ
れ
て
い
る
疾
患
は
、

眼
験
痙
撃
、

片
側
顔
面
痙
攣
、

痙
性
斜
頚
の

３
つ
の
み
で
す
。

限
験
痙
攣
は
、

最
初
は
ま

ば
た
き
が
増
え
た
り
、

光
が
ま
ぶ
し
く
み
え

た
り
し
ま
す
が
、

症
状
が
進
む
と
目
の
周
囲

の
ピ
ク
ピ
ク
す
る
痙
攣
が
強
く
な
り
、

目
が

開
け
ら
れ
な
く
な
り
、

機
能
的
な
失
明
状
態

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
目

の
開
き
具
合
を
調
節
す
る
運
動
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
異
常
が
起
こ
り
、

日
を
閉
じ
る
筋
肉
に

力
が
入
り
す
ぎ
て
目
が
開
け
ら
れ
な
く
な
る

た
め
起
こ
り
ま
す
。

両
側
に
起
こ
り
、

中
高

年
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

片
側
顔
面
痙
撃
は
、

顔
の
片
側
の
ま
ぶ
た
、

頬
、

唇
の
周
囲
が
ピ

ク
ピ
ク
痙
攣
し
て
引
き
つ
る
病
気
で
す
。

こ

れ
は
頭
の
奥
に
あ
る
、

顔
の
半
分
を
支
配
す

る
顔
面
神
経
の
傍
を
通
る
血
管
が
顔
面
神
経

を
圧
迫
し
て
起
こ
る
も
の
で
す
。

中
高
年
に

多
い
病
気
で
す
が
、

２０
代
で
発
病
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

産
性
斜
頚
は
、

首
が
勝
手
に

横
を
向
い
た
り
、

後
ろ
へ
傾
い
た
り
、

ね
じ

れ
た
り
す
る
病
気
で
す
。

ジ
ス
ト
ニ
ア
と
い

う
姿
勢
の
異
常
を
示
す
病
気
の

一
種
で
す
。

通
常
は
脳
と
い
う
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
首
の

正
常
な
位
置
が
知
ら
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い

て
自
動
的
に
首
の
周
り
の
筋
肉
が
働
き
、

首

の
位
置
を
正
常
に
保

っ
て
い
ま
す
。

痙
性
斜

頚
は
こ
の
仕
組
み
に
異
常
が
起
こ
る
た
め
に

生
じ
ま
す
。

同
じ
方
向
を
見
る
仕
事
や
ス
ト

レ
ス
が
き

っ
か
け
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

若
い
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

こ
れ

ら
の
疾
患
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
治
療
の
な

か
で
も
最
も
効
果
が
高
い
こ
と
で
す
。

内
服

治
療
で
思
う
よ
う
に
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場

合
で
も
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
日
常
生
活
に
困
ら
な
い
程
度
ま
で
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

抗
体

が
で
き
て
効
か
な
く
な
る
人
が
で
て
く
る
こ

と
、
３
～
４
カ
月
程
度
で
効
果
が
切
れ
る
の

で
そ
の
都
度
注
射
が
必
要
に
な
り
費
用
が
か

か
る
こ
と
な
ど
で
す
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
で
使
用
す
る
製
剤
は
ご

く
微
量
で
す
か
ら
、

十
分
な
知
識
の
あ
る
医

師
が
治
療
を
進
め
る
限
り
は
重
大
な
副
作
用

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
こ
り
う
る

副
作
用
と
し
て
は
、

眼
の
周
囲
に
注
射
後
に
、

ま
ぶ
た
が
閉
じ
に
く
く
な

っ
た
り
、

目
が
乾

い
た
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、

薬
が
効
き
す
ぎ
た
場
合
に
起
き
、

数

日
～
数
週
間
で
ほ
と
ん
ど
回
復
し
ま
す
。

痙

性
斜
頚
に
対
し
て
首
に
注
射
後
に
、

食
べ
物

が
飲
み
込
み
に
く
く
な

っ
た
り
、

首
に
力
が

入
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ

れ
も
薬
が
効
き
す
ぎ
た
場
合
に
起
き
、

数
週

間
で
ほ
と
ん
ど
回
復
し
ま
す
。

ま
た
、

注
射

後
の
数
日
間
、

軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が

出
る
人
が
ま
れ
に
い
ま
す
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
を
お
こ
な
え
る
の
は
、

厚
生
労
働
省
指
定
の
実
技
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
た
、

資
格
の
あ
る
医
師
の
み
で
す
。

ボ

ツ

リ
ヌ
ス
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

太
田

熱
海
病
院
の
神
経
内
科
外
来

（山
根
か
畠
外

来
）
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

診
察
を
し
て
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
の
適
応
が
あ
れ
ば
、

こ
の
治

療
に
つ
い
て
の
説
明
後
に
承
諾
書
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
、

注
射
製
剤
を
発
注
し
ま
す
。

約
１
週
間
後
に
注
射
製
剤
が
病
院
に
届
く
の

で
、

外
来
ま
た
は
数
日
間
入
院
し
て
い
た
だ

い
て
注
射
を
行
い
ま
す
。

注
射
は
数
分
で
完

了
し
、

痛
み
も
わ
ず
か
で
す
。

外
来
で
施
行

し
た
場
合
は
、

万

一
副
作
用
が
出
現
し
た
場

合
に
そ
な
え
て
注
射
後
３０
分
～
２
時
間
程
経

過
観
察
し
て
か
ら
帰
宅
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

数
日
で
効
果
が
出
始
め
、

３
～
４
カ
月
効
果

が
持
続
し
ま
す
。

効
果
が
切
れ
て
き
た
ら
再

度
外
来
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
都
度

注
射
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

眼
険
痙
肇
、

片
側
性
顔
面
痙
攣
、

痙
性
斜

頚
に
対
し
て
、

今
ま
で
内
服
治
療
を
受
け
て

も
思
う
よ
う
に
効
果
が
得
ら
れ
ず
に
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、

是
非
当
院
を
受
診
し
、

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
を
受
け
て
み
て
下
さ
い
。

とつま
ａ

■

ロ

●食中毒の原因菌ポツリヌス菌
を医薬品として利用

●治療は注射のみ。

数分で済みます。

●限瞭痙嬰 (目の周囲の痙寧 )
0片 側顔面痙畢
(片側の瞭、頬、回周囲の痙嬰 )
0痙 性斜頚
(首が勝手に横を向く、ねじれる)

○ :いろいうある治療法の中で
最も高い効果が得られる

× :3～ 4カ 月で効果が切れる
ので再度、注射が必要



平成 14年8月 12日より

月 火 水 木 金 土 備   考

内 科 午前 志
美

智
正

田
藤

里
雀
違

村
松
分

北
成
国

公博
博

令子

坂元  修
田中鉄五郎
黒田 智 志
岡田 真 司

北村 公 博
田中鉄五郎
坂元  修
三崎 麻 子

哲
夫義

村
川

木
浅

国分 令 子
岡田 真 司

※

※印は浅川、遠藤医師が交代で診察

午後 博
修

松
元

成
坂

浅川 義夫 男
子

津
麻

三山
崎

内
三

成松
黒田

博
智志

遠藤 正美

神 経 内 科 午前 武田 貴 裕 当 番  医 山根 清 美
小林 正 樹

子
樹

明
正

田
林

自
小

山根
武田

美
裕

清
貴

佐々木彰一 当番医は自日、武田、小林医師が交代で診案

白日 明 子 当 番  医 当 番  医 当 番  医 当 番  医

呼 吸 器 科 成松  博 岡 田 真司 岡 田 真司
午後 夙 松   博 成 松   博

消 化 器 科 午 前 遠藤 正 美 坂元  修 坂元  修 浅川 義 夫 ※ ※印は浅川、遠藤医師が交代で診察
午後 坂元  修 浅川 義 夫 遠藤 正 妻

循 環 器 科 年 前 黒 田 智 志 国 分 令 子 黒 田 智 志 木村  哲 国分 令 子
午 後 黒 日 智 志

糖 尿  科 年 前 三崎 麻 子

午 後 三崎 麻 子
精  神  科 午 後 内山三津男 午後 1時 30分～3時 30分

小 児  科 年 前 太田  透 大田  透 太田  透 大田  透 大田  通 太田  透 火、 木、金曜日午後 1時～2時 は乳幼児健診
年後 天 田  透 太 田  透 大田  透 太田  透 大田  透

外   科 午 前 浦住幸治郎 士
日 義英 士

日 義英 浦住幸治郎 浦住幸治郎 士
日 義英 金曜日午前は甲状腺、乳腺外来も行う

午後 手    行 手 術 手 術

心臓血管外科 年 後 数 馬 年後 1時 ～ 2時 30分

脳 外  科 午 前 山口 売 彦 山 口 荒 彦 1 1同 百 彦

皮 膚  科 午 前 福 島 医 大 福 島 医 大 福 島 医 大 ※印は隔週ホーム出張、それ以外は診察
午 後 ※ 福 島 医 大

泌 尿 器 科 午 前 伊東 賢 二 伊東  学 伊 東 腎 二 伊東  学 伊東 賢 二 伊東  学
午 後 伊東 賢 二 伊東  学 伊東 賢 二 伊東  学 伊 東 賢 二

整 形 外 科 午前 行
徹

靖市
田

種
山

安藤 利泰

○

勝
徹

専日

田

藤
山

種市 靖 行
◎

泰
勝

利
将

藤
田

安
藤

※ ※印は交代で診案

O印種市、藤田医師が交代◎安藤、山田医師が交代

科
科

外
外

成
容

形
美

午 前 智 子 手   術 福屋 安 彦 手   術 島 田 茂 孝 ※ ※印は1、4週 島回医師 2、 3、5週 小川医師
午後 手 術 手 術 回 診 手   術 手   術

眼   科 午前 大西 健 夫
春山陽太郎

大西 健 夫
春山陽太郎

大西 健 夫
春山陽太郎

大西 健 夫
春山陽太郎

天山 健 夭
春山陽太郎

大西 健 夫
春山陽太郎

午後 大西 健 夫
春山陽太郎

手   術 手 術 大西 健 夫
春山陽太郎

手   術

耳鼻咽喉科 午前 誠

宏尚

村

田

中

山

誠

宏尚

村

田

中

山
中村  誠
||1田 尚 宗

誠

宏尚

村

田

中

山

誠

宏尚

村

田

中

山

誠

宏尚

村

田

中

山
第 1、3金 曜日補聴器外来

午後 誠
宏尚

村

田

中
山

誠
宏尚

村

田

中
山

誠
宏尚

村

田

中
山

婦 人  科 午 前 泉像   覚 宗像  覚 泉像   寛 宗像   覚 宗像   覚 ※ ※印は第 1、3土曜日田中幹夫医師
第 2、4、5土曜日宗像医師午後 宗像  覚 宗像 覚

麻 酔 科 午前 雄
司

久

一

枝
橋

松
高

雄
司

久

一

枝
橋

松
高

雄
司

久

一

枝
橋

松
高

雄
司

久

一

枝
橋

松
高

雄
司

久

一

枝
橋

松
高

松枝 久 雄
高橋 一 司

リハビリ
テーション科

午 前 豊倉  穫 ※ ※印は第1、3、5週小池医師 第2t4週 はなし
◎印は第2、4週小池医師 第 1、3、5週はなし午 後 ◎ 量宮  穣 量倉  穣 豊倉  穣

放 射 線 科 午前 康  英 真 郎
真

淳
英

屋土
康

郎
真

淳
英

屋土
康

郎
真

淳
英

屋土
康

土屋 淳 郎 土屋 淳 郎
康  英 真

午後 康  英 真 郎
真

淳
英

屋土
康

土屋 淳 郎
康  英 真

郎
真

淳
英

屋土
康

土屋 淳 郎

歯 科 年前 司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

午後 司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

司
裕

亮
秀

井
間

藤
本

人間 ドック 午前 国分 令 子
田中鉄五郎

野内 文 雄
大田 舜 二
日中鉄五郎

子
雄
正

令
文
則

分
内
浦

国
野
三

子
雄
正

令
文
則

分
内
浦

国
野
三

国分 令 子
三浦 則 正
田中鉄五郎

午後 国分 令 子
田中鉄五郎

子
雄
郎

令
文
五鉄

分
内
中

国
野
田

国分 令 子
野内 文 雄
三浦 則 正
田中鉄五郎

国分 令 子
野内 文 雄
三浦 則 正
田中鉄五郎

子
正
宏
郎

令
則
　
五鉄

分
浦
山
中

国
三
若
田

働 太 田 綜 合 病 院

附属大田熱海病院診療日割表

●

●

◆診療時間

月曜日～金曜日 ○ 午前 9時 ～12時、  ○ 午後 1時 ～5時

土曜日     ○ 午前 9時 ～12時30分

日曜日、祝祭日 ○ 休診

大田綜合病院附属大田熱海病院
福島県郡山市熱海町5丁目240番地

TEL 024-984-0088
FAX 024-984-3174

URL http:〃 www ohta hp.or jp
E―mal atarni@ohta hp or.jp



「
あ
―
、

納
豆
食
い
て
え
な
あ
。

」

「
だ
め
だ
ぞ
い
。

爺
ち
ゃ
ん
は
、

ワ
ー
フ

ア
リ
ン
ち
ゅ
う
薬
の
ん
で
っ
ぱ
い
。

」

お
薬
の
中
に
は
、

食
べ
物
や
飲
み
物
に

よ
っ
て
お
薬
の
効
果
が
弱
ま

っ
た
り
、

強

く
な

っ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ

の

一
つ
に
、

ワ
ー
フ
ア
リ
ン

（血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
）
と
い
う
お
薬
と
納
豆
と

の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

納
豆
は
体
に

良
い
と
さ
れ
て
い
る
食
品
で
す
が
、

ワ
ー

フ
ア
リ
ン
と
い
う
お
薬
の
効
果
を
弱
め
て

し
ま
う
の
で
、

こ
の
お
薬
を
服
用
さ
れ
て

い
る
方
は
納
豆
を
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、

「
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
朝
に
服
用

し
て
い
る
か
ら
、

夜
だ

っ
た
ら
、

納
豆
を

食
べ
て
い
い
の
か
。

」
と
い
う
ご
質
問
を

受
け
ま
す
が
、

答
え
は
ダ
メ
で
す
。

お
薬

は

一
日
中
、

体
の
中
で
効
い
て
い
る
の
で
、

昼
も
夜
も
納
豆
を
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ワ
ー
フ
ア
リ
ン
と
作
用
の
似
た
お
薬
で
、

パ
ナ
ル
ジ
ン
や
ア
ス
ピ
リ
ン
と
い
う
お
薬

（い
ず
れ
も
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
、

脳
梗
塞
や
心
筋
稜
塞
を
予
防
す
る
）
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
薬
に
関
し
て
は
、

納
豆
が
薬
の
効
果
を
弱
め
た
り
強
め
た
り

す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

納
豆
を
食
べ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、

の
ん
で
い
る
お
薬
に
よ

っ
て
は
、

食
し
て
よ
い
食
べ
物
や
飲
み
物

が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
分
の
飲
ん
で
い

る
お
薬
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
薬
剤
師
に
御
相

談
下
さ
い
。

（寺
田
）

選人

●

摂 食 鳴 下 障害 とは

むせって食べられない、食事に時間がかかるなど、食べることの障害を摂食嘘下障害 (以下、嘘下障害)
といいます。食事行為には咀噂し、飲み込む機能の他、食物の認知機能、さらに精神的側面までも関係し
ます。

したがって、味下障害の原因には表 1の ように様々なものがあります。中でも脳血管障害は高い確率で

暁下障害をひきおこします。脳血管障害の場合、急性期には約 9割 の方に鴎下障害が認められます。病状
の回復にともなって、この割合は少なくなっていきますが、安定期にいたってもほば4割 の方に暁下障害
が残るといわれています。

治療訓練は多くの専門職の連携によって行われます (表2)。 まず、レントゲン透視によって飲み込み、
つまり食べる機能の状態を診ます。その後、適切な食物形態、食事姿勢、介助法などの決定と飲み込み機
能の回復訓練を行ない、できるだけ日から食べられるようにします。

治療訓練効果はその原因によって異なりますが、脳血管障害の場合は制限ありも含めて約半数の方が口
から食べられるようになります。

食べることは、眠ることとならんで人間の基本的欲求のひとつです。したがって日から食べて味わうこ
とは身体面ばかりか精神面にも良い影響を及ぽすのです。実際、日から食べることによって意識がはっき
りしたり、生活の自立度が上がったりすることがよく見うけられます。
暁下障害は窒息や肺炎をおこす可能性があり、生命の危険に強くかかわります。また食物が気管に入つ

てもむせが出ない方もいます。食べたがるからといって容易に食べさせることは避け、専門家の診断と治
療を受けてください。

近頃むせやすい、経鼻チューブをはずしたいなど、食べることでお困りの方はリハビリ科、耳鼻科など
へご相談ください。 (言語療法科)

表 1:原 因 表 2:摂 食嘘下障害にかかわる専門職

A口 器質的原因 :舌炎
歯槽膿漏
扁桃炎など

B.機 能的原因 :脳血管障害

多発性硬化症
パーキンソン病
その他

C.心 理的原因 :神経性食欲不振症
痴果
心身症
その他

D.老 化による変化

加齢によるもの :

免疫力や全身抵抗力の低下
咳反射の減弱
喉頭下垂

●

医師、歯科医師、看護師
言語聴党士、作業療法士

理学療法士、管理栄養士

歯科衛生士 な ど

映下運動の3本目

食道期口腔期



ボツリヌス治療について

神経内科部長 白 日 明 子

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
と
は
、

食
中
毒
の
原
因

菌
と
し
て
知
ら
れ
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
毒
素

を
利
用
し
た
治
療
で
す
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
毒
素

を
少
量
痙
撃
し
て
い
る
筋
肉
に
直
接
注
射
し

た
場
合
、

緊
張
し
た
筋
肉
が
ゆ
る
み
、

痙
嬰

が
治
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
、

医
薬
品
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
に
よ
る
治
療
の
対
象
と

し
て
現
在
日
本
で
認
可
さ
れ
て
い
る
疾
患
は
、

眼
険
痙
肇
、

片
側
顔
面
痙
攣
、

痙
性
斜
頚
の

３
つ
の
み
で
す
。

限
瞼
痙
攣
は
、

最
初
は
ま

ば
た
き
が
増
え
た
り
、

光
が
ま
ぶ
し
く
み
え

た
り
し
ま
す
が
、

症
状
が
進
む
と
目
の
周
囲

の
ピ
ク
ピ
ク
す
る
痙
攣
が
強
く
な
り
、

日
が

開
け
ら
れ
な
く
な
り
、

機
能
的
な
失
明
状
態

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
目

の
開
き
具
合
を
調
節
す
る
運
動
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
異
常
が
起
こ
り
、

目
を
閉
じ
る
筋
肉
に

力
が
入
り
す
ぎ
て
目
が
開
け
ら
れ
な
く
な
る

た
め
起
こ
り
ま
す
。

両
側
に
起
こ
り
、

中
高

年
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

片
側
顔
面
痙
撃
は
、

顔
の
片
側
の
ま
ぶ
た
、

頬
、

唇
の
周
囲
が
ピ

ク
ピ
ク
痙
攣
し
て
引
き
つ
る
病
気
で
す
。

こ

れ
は
頭
の
奥
に
あ
る
、

顔
の
半
分
を
支
配
す

る
顔
面
神
経
の
傍
を
通
る
血
管
が
顔
面
神
経

を
圧
迫
し
て
起
こ
る
も
の
で
す
。

中
高
年
に

多
い
病
気
で
す
が
、

２０
代
で
発
病
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

痙
性
斜
頚
は
、

首
が
勝
手
に

横
を
向
い
た
り
、

後
ろ
へ
傾
い
た
り
、

ね
じ

れ
た
り
す
る
病
気
で
す
。

ジ
ス
ト
ニ
ア
と
い

う
姿
勢
の
異
常
を
示
す
病
気
の

一
種
で
す
。

通
常
は
脳
と
い
う
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
首
の

正
常
な
位
置
が
知
ら
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い

て
自
動
的
に
首
の
周
り
の
筋
肉
が
働
き
、

首

の
位
置
を
正
常
に
保

っ
て
い
ま
す
。

痙
性
斜

頚
は
こ
の
仕
組
み
に
異
常
が
起
こ
る
た
め
に

生
じ
ま
す
。

同
じ
方
向
を
見
る
仕
事
や
ス
ト

レ
ス
が
き

っ
か
け
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

若
い
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

こ
れ

ら
の
疾
患
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
治
療
の
な

か
で
も
最
も
効
果
が
高
い
こ
と
で
す
。

内
服

治
療
で
思
う
よ
う
に
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場

合
で
も
、

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
日
常
生
活
に
困
ら
な
い
程
度
ま
で
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

抗
体

が
で
き
て
効
か
な
く
な
る
人
が
で
て
く
る
こ

と
、

３
～
４
カ
月
程
度
で
効
果
が
切
れ
る
の

で
そ
の
都
度
注
射
が
必
要
に
な
り
費
用
が
か

か
る
こ
と
な
ど
で
す
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
で
使
用
す
る
製
剤
は
ご

く
微
量
で
す
か
ら
、

十
分
な
知
識
の
あ
る
医

師
が
治
療
を
進
め
る
限
り
は
重
大
な
副
作
用

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
こ
り
う
る

副
作
用
と
し
て
は
、

眼
の
周
囲
に
注
射
後
に
、

ま
ぶ
た
が
閉
じ
に
く
く
な

っ
た
り
、

目
が
乾

い
た
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、

薬
が
効
き
す
ぎ
た
場
合
に
起
き
、

数

日
～
数
週
間
で
ほ
と
ん
ど
回
復
し
ま
す
。

痙

性
斜
頚
に
対
し
て
首
に
注
射
後
に
、

食

べ
物

が
飲
み
込
み
に
く
く
な

っ
た
り
、

首
に
力
が

入
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ

れ
も
薬
が
効
き
す
ぎ
た
場
合
に
起
き
、

数
週

間
で
ほ
と
ん
ど
回
復
し
ま
す
。

ま
た
、

注
射

後
の
数
日
間
、

軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が

出
る
人
が
ま
れ
に
い
ま
す
。

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
を
お
こ
な
え
る
の
は
、

厚
生
労
働
省
指
定
の
実
技
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
た
、

資
格
の
あ
る
医
師
の
み
で
す
。

ボ
ツ

リ
ヌ
ス
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

太
田

熱
海
病
院
の
神
経
内
科
外
来

（山
根
か
畠
外

来
）
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

診
察
を
し
て
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
の
適
応
が
あ
れ
ば
、

こ
の
治

療
に
つ
い
て
の
説
明
後
に
承
諾
書
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
、

注
射
製
剤
を
発
注
し
ま
す
。

約
１
週
間
後
に
注
射
製
剤
が
病
院
に
届
く
の

で
、

外
来
ま
た
は
数
日
間
入
院
し
て
い
た
だ

い
て
注
射
を
行
い
ま
す
。

注
射
は
数
分
で
完

了
し
、

痛
み
も
わ
ず
か
で
す
。

外
来
で
施
行

し
た
場
合
は
、

万

一
副
作
用
が
出
現
し
た
場

合
に
そ
な
え
て
注
射
後
３０
分
～
２
時
間
程
経

過
観
察
し
て
か
ら
帰
宅
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

数
日
で
効
果
が
出
始
め
、

３
～
４
カ
月
効
果

が
持
続
し
ま
す
。

効
果
が
切
れ
て
き
た
ら
再

度
外
来
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
都
度

注
射
を
お
こ
な

っ
て
い
き
ま
す
。

眼
検
痙
聾
、

片
側
性
顔
面
痙
攣
、

痙
性
斜

頚
に
対
し
て
、

今
ま
で
内
服
治
療
を
受
け
て

も
思
う
よ
う
に
効
果
が
得
ら
れ
ず
に
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、

是
非
当
院
を
受
診
し
、

ボ

ツ
リ
ヌ
ス
治
療
を
受
け
て
み
て
下
さ
い
。

とつま
ａ

■

ロ

●食中毒の原因菌ポツリヌス菌
を医薬品として利用

●治療は注射のみ。

数分で済みます。

●眼瞭痙畢 (目の周囲の選嬰 )
0片 側顔面痙畢
(片側の瞭、頬、回周囲の痙攣 )
0痙 性斜頚
(首が勝手に横を向く、ねじれる)

○ :いろいろある治療法の中で
最も高い効果が得られる

× i3～ 4カ 月で効果が切れる
ので再度、注射が必要



□回駆
『人間ドックで健康管理を!』

見
ナ

来

た

る

べ
き
高
齢
化
社
会

を
目

前
に
、

健
康

に
対
す

る
関
心
は
ま

す

ま
す
高

ま

っ
て
お
り
ま
す
。

二

次

予
防

（病
気

の
早
期
発
見
、

早

期
治
療
）
は
も
と
よ
り

一
次
予
防

（食

事
、

運
動
、

喫
煙
、

飲
酒
、

休
養
、

睡
眠
等

の
日
常

の
生
活
習
慣

を
見

直

し
、

改
善
し

て
病
気

に
な
ら
な

い
様

に
す

る
こ
と
）

が
重
要
視
さ

れ

る
様

に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

自
覚
症
状

が
な
け
れ
ば
、

果
た
し

て
健
康

で
あ
る

の
か
、

何

か
病
気

が
あ

る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

例

え
ば
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
す
高

脂
血
症

は
自
覚
症
状

が
出
ま
せ
ん
。

又
、

い
ろ
い
ろ
な
合
併
症

を
も
た

ら
す
糖

尿
病
も
か
な
り
悪
く
な
ら

な

い
と
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。

病

気

の

一
次

予
防
、

二
次
予
防

の
為

に
は
、

検
診

や
人
間
ド

ッ
ク
で
の

健
康
チ

ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

太

田
熱
海
病
院
人
間
ド

ッ
ク
で
は
、

日
帰

り
、　

一
泊

二
日
、

二
泊

三
日

の

コ
ー

ス
を
準
備
し

て
皆
様

の
健

康
管

理
に
役
立

て
て
い
た
だ

け

る

様

に
、

ス
タ

ッ
フ

一
同
お
待
ち
致

し

て
お
り
ま
す
。

各

コ
ー

ス
共
、

血
液
検
査

（肝
臓

や
腎
臓

の
働
き
、

高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、

高
尿
酸
血
症
、

貧
血

の
有
無
な
ど

を
調

べ
る
）

や
、

胃

の
検
査
、

腹
部

の
超
音
波
検
査
、

大
便

に
血
液

が
混
入
し
て
い
な

い

人間 ドック

土
一

ｇ

島

伊
■
８
７

と
Ａ
専

と
島
■

輸
ヽ

、

こ
Ｅ
Ｅ

真
、押
！一・卜
ず

い
ｆ

ｌ

′

◆

ヽ

か
ど
う
か
な
ど

の
他
、

胸
部

レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
、

心
電
図
、

血
圧
測
定
、

医
師

の
診
察

な
ど

が
あ
り
ま
す
。

そ

の
他
、

男
性

で
は
、

増
加
傾
向

に
あ
る
前
立
腺
癌

に
関
係
す

る
腫

瘍

マ
ー
カ
ー

（血
液
検
査
）
、

女

性

で
は
乳
癌
検
診
、

婦
人
科
検
診

も
行

い
ま
す
。

更

に
結
果
が
出
た

分
に

つ
い
て
、

医
師

に
よ
る
説
明
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

（
日
帰

り
は
除

く
）
、

看
護
師

に
よ
る
生

活
指
導

（
日
帰

り
は
除
く
）

が
行

わ
れ
ま
す
。

そ

の
他
、

体
力
測
定

や
臨
床
心
理
士

に
よ
る

ス
ト

レ

ス

テ

ェ
ッ
ク
や
カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ

ョ
ン
な
ど
も
行

っ

て
お
り
ま
す
。

ド

ッ
ク

の
成
績

を
参
考

に
、

早

速
今

日
か
ら

の
悪

い
生
活
習
慣

を

見
直
し
、

病
気

の

一
次

予
防
、

二

次

予
防

に
役
立

て
て
い
た
だ

け

る

様
願

っ
て
お
り
ま
す
。

健
康

は
自

分
で
守
る
も
の
で
す
。

ジ

響

変わり餃子 《2種 》 "・・・・"“ ""・・""“ "。(栄養部〉
食欲、体力がおちてしまったときに簡単で喜ばれる献立、おなじみの 「餃子」をご紹介 !

でも、いつもの餃子をちょっとアレンジしてみました。餃子を食べた後のにおいが気になる人、
いつもの餃子をもっと刺激的に食べたい人、それぞれに合わせて作ってみては?

しその葉、キムチの素の辛子の芳香成分は、大脳を刺激し夏の食欲減退を吹き飛ばしてくれます。

ギ   キ ムテ餃子 (材料 2人分)

●餃子の皮…… 10枚
●白菜キムチ 100g
●豚挽肉… … 100g
。長ねぎ……… 1/2本
●生 姜 ……… ′」ヽさじ1
●ごま油………小さじ1
●食塩、こしょう…少々
●油………………適宜
●水溶き片栗粉…適宜
○たれ一ぱん酢(市販)適 宜

、    {熱 量一人分 373 kc創}

【キムチ餃子の作 り方】

■編集後記■

①市販の白菜キムチと長ねぎ、生姜をみじん切りにする。
②ボールに豚挽肉に①とごま油、食塩、こしょうを混ぜ合わせる。
③餃子の皮に②の具を大さじ1杯くらいずつのせ、皮のまわりに水溶き
片くり粉をつけて日を閉じる。

④フライパンをよく焼いて油を加えてなじませたら餃子を並べ、ほど
よい焼き色がつくまで焼く。

③④に湯を餃子の1/3くらいの高さまで加え、ふたをして中火で蒸し焼
きし、湯がなくなったら油少々をかけて少し焼く。
仕上げ :焼き目を上にして盛り付ける。
付けだれはシンプルに、市販のぽん酢でもちょっと手をかけてエンエク、ねぎを
みじん切りにし、ラー油、醤油、食酢を混ぜ合わせたたれなどお好みに合わせて!

【しそ餃子の作 り方】

①しその菜は千切りとする。
②きゃべつはみじん切りにする。
③ボールに豚挽肉、しそ、キャベツ、ごま油、食塩、こしょうを入れ
て混ぜ合わせる。

④以下は、 「キムチ餃子の作り方③J以 下同様とする。

しそ餃子 (材料 2人分)

●餃子の皮 ……10枚
。しその葉… 10枚
●豚挽肉…………100g
●きゃべつ……100g
●食塩、こしょう…… 少々
●ごま油… … 」ヽさじ1
●水溶き片栗粉…適宜
●油…………………適宜

○たれ ば ん酢(市販)…適宜
{熱量一人分 360kc創}
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何
か
と
ス
ト
レ
ス
の
多

い
現
代
、

巷
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ス
ト
レ
ス
解
消
グ

ッ

ズ
が
大
は
や
り
で
す
。

そ

の
中
の

一
つ
に
香
り
に
よ

る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は

た
だ
で
そ
れ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

方
法
は
簡
単
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
早
起
き
し
て
大
き
く
深
呼
吸
す
る

だ
け
。

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
よ

っ
て
変
わ
る
自
然

の
香
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

草
木
の
香

り
だ

っ
た
り
、

雨
あ
が
り
の
土
の
匂
い
だ

っ
た
り

…
。

か
す
か
な
香
り
で
意
識
し
な
い
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
だ
け
れ
ど
、

そ
の
香
り
に
知

ら
ず
知
ら
ず
に
気
持
ち
ま
で
豊
か
に
な
る
気
が
し

ま
す
。

そ
の
効
果
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
も
匹
敵

す
る
の
で
は
…

・
？
。

大
き
く
深
呼
吸
し
て
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

み
な
さ
ん
も

一
度
お
試
し

下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（馬
場
）


